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（ａ）控壁の配筋は、図11.3とし、控壁の配置は意匠図による。

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は図11.4により、帳壁の配筋の定着長等は意匠図による。

１１．３　コンクリートブロック帳壁との取合い

表11.2　M形配筋

M1

M2

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

M3

M4 6-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

4-2-D13

2-2-D13

配筋

種別

（注）     　は，一般部分のあばら筋を示す。

2-2-D13

なし

2-2-D13

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

2-6φ-100@2-2-D13

4-2-D13 2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

斜め筋

表11.3　MH形配筋

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

配筋

種別

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

図11.3　控壁の配筋（水平，垂直とも）

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

ｔ

２Ｌ

２Ｌ

図11.4　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

800

NO SCALE 構造関係共通事項-5

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士

一級建築士登録第108578号　清水　勉　　　　印
Ｓ ０７

a300

3
0
0
 

a

ハッチ部分は増打コンクリートを示す

　 　300 a

B

3－D16 4－D16 6－D16 

1000≦A≦1500500≦A 500＜A＜1000

補強縦筋の本数

ハッチ部分の面積Acm2 

１２　柱、梁増打コンクリート補強

a300

(柱と同径・同ピッチ)

(柱と同径・同ピッチ)
● 印は補強縦筋を示す(定着長は柱主筋と同じ)

　

幅止め筋

スターラップ補強

　スターラップ補強

あばら筋補強

補強筋

30
0

　a

　

あばら筋補強

D

・ 補強筋は、梁主筋の1段落しの径（D16 以上)とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

・腹筋D10 ピッチは梁の腹筋と合わせる。

D10 

・D≧400の場合は補強筋3本とする。

補強筋

(１)　柱

(２)　梁（土間スラブは9.7スラブの打継補強による)

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

構造担当者　 構造設計一級建築士 第7927号

一級建築士大臣登録番号 第204059号 春原 記明 
２０２２・１２・１

国補　市営住宅返目団地24－2号棟全面改善外建築工事

・梁下端増打コンクリートの場合も上端増打コンクリート補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す

・補強筋定着長は梁主筋と同様とする。

・a＞400の場合の補強筋は梁主筋と同径とする。

・aは100～400程度とする
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M12

高力ボルト

径

表1.4　高力ボルト径の記号　

区分

（F10T、S10T）

溶融亜鉛めっき高力ボルト
（F8T相当）

M16 M20 M22 M24 M12

普通ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線 基準線 引出線

（折線）

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線

60°60°

基準線 引出線

（折線）

60°

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記なき限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

図2.1　溶接記号の記載例

構造関係共通図(鉄骨標準図)　

１ 縁端距離及びボルト間隔等

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが

応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は、特記による。特記がなければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位：ｍｍ）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

epp

（１）縁端距離及びボルト間隔

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位：ｍｍ）

B

g
A

B
B

はＢ

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は特記による。

1

g 1 g 2

g 1

g 1g 2 g 2

g 1 g 2

g 3

g 3g 2

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

設計図中で使用する記号は、表2.1、表2.2、図2.1を標準とする。

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

表2.1　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ａ

Ｈ

２　溶接記号

３ 溶接継手の種類別開先標準

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜t≦40

7
2 t

35°

2

7

t

D1

D2

D1 = 2（t－2）/3

D2 =（t－2）/3

60°

2

6

t

45°

2

30°

t

6

t≦6

6＜t≦19

G

35°

G＝t

t

45° 30°

6

t

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

突合わせ継手の開先標準

Ｈ

2（両面溶接）

60°

D1 =（t－6）/2

D2 =（t－6）/2

t2

60°

6

D2
t

D1

22＜t≦40

t2 6 t

12＜t≦22

60°

t

t≦12

t

( 　　　　　　　  　 )

（単位：ｍｍ）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19

19＜t≦40

1/4 t≦S≦10

7

7

2

35°

S

1/4 t≦S≦10

2
S

35°

SS

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

60°
7

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦S≦10

7

1/4 t≦S≦10

D1

D2
t 2

45°

S

t

t

S
S

2

45°

t

1/4 t≦S≦10

22＜t≦40

2

S

t 6

60°

S

D1

D2
t

12＜t≦22

S
2 t

S
S

6 t

60°

35°

1/4 t≦S≦10

6

2

S

Ｔ型継手の開先標準

1/4 t≦S≦10

t

6

t

35°

S
2 t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

0

1/4 t≦S≦10

35°

7

S

45°

/ （t-2）/ （t-2）

S
S

t

1 3

2 2 3

S

60°

S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

ｔ

6＜t≦40

≧
60°

2（両面溶接）

2ｔ

6＜t≦19

≧
60°

0

19＜t≦40

75°
≧

45°

1/4 t≦S≦10 1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

19＜t≦40

7

2
2

7

D2

D1
t

S
2

7

t

1/4 t≦S≦10

t 2
S

t

7

2 t

S
6

D2

D1
t

19＜t≦40

2 t 6
S

t

G

35°

G＝t

かど継手の開先標準

35°45°

6

t t

50°

t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19 12＜t≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

S

S

隅肉溶接の開先標準

S

t

S

S

S S

t

S S

S

S

60°

2

S

60°

2

t

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

t≦16

2（両面溶接）

t≦16 16＜t≦40

（単位：ｍｍ）

16≦t≦4012≦t≦40

22

13D 10

t 12

1211

1916

45°

S

3628

1413

25

15 15

32

16

40

S

D S

t

2

45°

S D1 D2 S

t

45°

15

部分溶込み溶接の開先標準

7

5

t

S

5

4

4

3

6

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

9

7

8

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

D1= (t－2）/2

D2=（t－2）/2

1/4 t≦S≦101/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

４ 鋼管分岐継手

５  鉄骨溶接施工

手溶接

（１）エンドタブ等

①エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

10mm以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜）

S

St

F1

FB（t×38㎜）

S

St

F1

（単位：ｍｍ）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：ｍｍ）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

t≧3のときS＝t

t＜3のときS＝3

3（軽量形鋼Ｖ形溶接）

d d

1（丸鋼等片面溶接）

d/2 d/2

d d

d/2 /2d

d d

/2 /2

/2

2（丸鋼等両面溶接）

d

d

d/2

/2 d

d/2

フレア溶接の開先標準

t＜3のときS＝3

t≧3のときS＝t

4（軽量形鋼レ形溶接）

S t t S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

50°～60°

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

t

1.5t～2.0t

C部断面

（単位：ｍｍ）

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

表2.2　溶接の補助記号

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位：ｍｍ）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（２）裏当て金

裏当て金の溶接

①裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

梁フランジ両端から10mm以内の位置に行ってはならない。

②完全溶込み位置溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内部に設置する。

（単位：ｍｍ）エンドタブの長さ

②エンドタブの鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

③スプライスプレートの材質、鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

④フィラープレートの材質は、SS400とする。

裏当て金の鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

（４）ボルト記号

NO SCALE 構造関係共通事項-6
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（３）スカラップ

改良型スカラップ

①スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。

②スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

①スカラップ半径Srは35㎜とする。

t

（４）スニップカット

①スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

t
Sc r

Sc

スニップカットの寸法　　　　　　

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（５）溶接部分の段差

①完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

t1
t 2

520N級鋼

YGA-50W,50P

YGW-18,19

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z 3214

YGA-50W,50P

JIS Z 3214

YGW-18,19

YGW-11,15

JIS Z 3212

溶接材料

JIS Z 3211,3212

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下

350以下

250以下30以下

40以下

40以下

パス間温度

（℃）

350以下40以下

入熱

（KJ/cm）

YGW-18,19

YGW-11,15400N級STKR、

BCR及びBCP

YGW-18,19 250以下30以下
490N級STKR、

及びBCP

250以下30以下

350以下40以下

（７）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

Ｈ

e  　1

Ｆ 　１

50

 　
2 φ

補強プレート法

50

補強プレート

Ｆ 　１ 0～5 0～5

 　2Ｆ

ｔｔ

20

pw

LC

 　2Ｆ

fｔ 50

Ｆ 　1

Ｆ 　1

（１）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

（２）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（３）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

　1は3φまたは  2のうち小さい方とする。 （ｅ≧Ｈとする）

補強トラス法

60°

φ

50

100以下

(自然開先)

補強トラス

60° 0～5 0～5

B

ｔf

 　2Ｆ

fｔ   2F

TH

梁貫通孔の位置の限度（単位：ｍｍ）

φ

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

10
0

以
上

10
0

以
上

Ｈ

LC

　　　鉄筋と鉄骨相互のあき（bs）は、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上とする。

梁の場合 柱の場合

125以上

(bs)

150

150

150

150

(bs
)

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

　　　鉄筋を折り曲げる場合は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上直線に定着後、緩やかに折り曲げる。

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋

6φ－1000@

　　　方面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は

135°曲げフックとする。

L

L

L

L

FL1

FL1

FL1

FL1

　　　鉄筋貫通孔の径

　　　①主筋の鉄筋貫通孔は、最大孔径に統一する。

　　　②鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：ｍｍ）

鉄筋貫通孔の位置（単位：㎜）

梁主筋

梁あばら筋

梁主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

柱主筋

柱帯筋位置

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：ｍｍ）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

(b
s)

(b
s)

(b
s) (bs)

(bs)70以上

40程度

７  広幅平鋼の取り扱い

（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

36

250

400

350

300

200

175

幅

100

150

125

6 129 16 2519

厚さ

22 28 32

450

500

40

６  梁貫通孔補強

Sr1

Sr2

Sr1

Sr2

Sr

Sr

※ ただし、既製形鋼のスニップカットについては、

　 Sc=r＋2により求めるものとする。

(単位：ｍｍ)

（４）梁貫通孔位置の限度は以下による。

※ 梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、

　 梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、

　 梁継手位置等にも留意する。

ｅ：材端と補強プレートとの間隔

（１）鉄骨のかぶり厚さ

（３）柱組立筋

（４）仕口部内の帯筋の加工及び組立

（２）壁筋の周辺部材への定着

８ 鉄骨と鉄筋コンクリート部分の取合い

Ｄ

（５）鉄筋貫通孔の径及び位置

NO SCALE 構造関係共通事項-7

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士

一級建築士登録第108578号　清水　勉　　　　印
Ｓ ０９

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

構造担当者　 構造設計一級建築士 第7927号

一級建築士大臣登録番号 第204059号 春原 記明 
２０２２・１２・１

　
国補　市営住宅返目団地24－2号棟全面改善外建築工事



グロ－バル企画設計

500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150

ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc24の場合)

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定 BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０

関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６

関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３本社　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２

東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C

1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C2

A
1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

ベースプレート形状

C1

A

2C

H 2t

F

E

GタイプGタイプ

A

1C

F

t2

E

2t

C1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

6～22

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB200-4

EB250-4

EB300-4

EB300-8

EB350-8

EB400-8

EB450-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-30

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550

290

310

340

360

360

390

410

410

450

460

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

690

710

740

740

590

540

560

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

210

230

260

270

270

310

320

320

360

370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。

注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

890

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

24-D25

16-D22

12-D19

8-D16

8-D16

8-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

24-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D29

16-D25

24-D25

28-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

20-D19

12-D19

16-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

890

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

8-D16

8-D16

8-D19

12-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D22

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D22

12-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

12-D25

20-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D29

24-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D13@100

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

16-D19

12-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

20-D19

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

EB350－8－36

GB500－8－42

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

・ハイベースNEO工法

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬセンクシア株式会社

□550
9～40

9～28
EB550-12-42

EB550-8-42

GB550-12

GB550-4

GB550-8

-56

-48

-48

-48

-36

-42

-56

790

820

760

790

830

830

860

800

790

660

680

670

680

700

700

720

690

680

－

470

460

450

660

680

470

650

－

370

350

400

－

558

－

450

－

90

100

65

70

75

85

100

－

56

69

29

36

45

55

69

48

60

8-M36

8-M42

8-M48

4-M48

4-M56

12-M48

12-M56

12-M42

257

308

180

207

250

288

366

242

294

129

187

90

133

217

306

458

133

198

386

495

270

340

467

594

824

375

492

960

1120

720

840

960

960

1120

840

840

163

192

109

131

152

162

192

138

150

1200以上

1350以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

1100以上

1100以上

－

－

－

－

－

－

－

180

190

339

408

419

498

580

817

923

317

475

1000 24-D25 1000 32-D25 D13@100 1000 20-D25 D13@100 1000 32-D25 D13@100

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

28-D25

12-D25

16-D25

16-D25

24-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

20-D25

12-D25

16-D25

16-D25

20-D25

20-D29

20-D29

24-D29

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

8-M42

-64 8-M64 850 690 390 105 68 346 464 810 1280 210 1600以上 －659 1100 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1100 1100 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1100

-64 900 740 440 95 658-M64 367 467 834 1280 207 1600以上 －806 1150 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75

200

190

190

290

330

190

280

330

430

270

330

410

570

240

460

540

710

480

580

470

560

610

450

530

680

400

500

540

600

790

520

670

390

480

520

680

770

510

660

600

390

470

510

660

740

760

980

200

190

190

290

330

190

280

330

430

270

330

410

570

240

460

540

710

480

580

470

560

610

450

530

680

400

500

540

600

790

520

670

390

480

520

680

770

510

660

600

390

470

510

660

740

760

980

650

600

460

580

500

650

820

760

980

650

600

460

580

500

650

820

760

980

1100 1100

L
L
1

h
h
c

5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端

基礎天端

下部定着長さ(Lt)

上
部

定
着

長
さ

(
L
t
)
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〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　
ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準－ Ｓ

スラブの配筋標　　準　　納　　ま　　り
コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

耐火仕様②
溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。支持梁:鉄骨梁

　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン
(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上耐　火　仕　様
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート○共通事項設　　　　　　計 外

周
部
大
梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り【ＱＬ９９－５０】
［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

Ｃ
異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

連続支持 D10以上-200×200mm以下
ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上) Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

開口部補強案
□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)] 溶接金網又は異形鉄筋 壁

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 １）開口がφ150mm程度の場合壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) コンクリート クローサー ＱＬデッキ コンクリート又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)

2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下
ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下
ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)

*2

※1□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド材料／コンクリート ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上) 又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０ 種  　　　     類

2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 設 計 基 準 強 度 Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部普通コンクリート
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

C)開口が連続している場合 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ コンクリート３
０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う材料／溶接金網・異形鉄筋 フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　） 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

間隔1,000以下□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 200 mm 以下※1※1□（　　　　　　　　　　） ＱＬデッキ【ＱＬ９９－７５】 ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上

*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)] すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下

ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部 開口部頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下
ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]
現場切断（QLデッキ）

デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱

ＱＬ９９-７５-１０
2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下

(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)] ※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下

ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３

溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ大梁上の補強例
コンクリート厚さ３

０

[1]設計上の留意点
ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

ｆt×ｊ
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン ３）ｗ＞600mmの場合
小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下

補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接
注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部柱廻りの補強例[2]施工上の留意点注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ

補強筋(D13)
    1)水セメント比を小さくする。アクセサリー

3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下
フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm Ｌ

       　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m
m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８

Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ
１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40
d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】鉄骨梁の場合墨　出　し
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 □事前検査

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領
１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を２）打込み鋲 １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 □溶接後の外観検査QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（３）標準溶接条件：下表
棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
□不良部の補修ひび割れ防止筋敷込み ６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ち梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり

６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】
（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度コンクリート打設 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0
端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1*2□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　

接　　　合
JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２

□頭付きスタッド *4（各長さ・ピッチは特記による　）
梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による

□その他
*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42
(2.42)

2.64
(2.64)

2.26
2.39

(2.39)
2.61

(2.61)
2.24

2.37
(2.37)

2.59
(2.59)

2.22
2.35

(2.35)
2.57
(2.57)

2.20
2.33

(2.33)
2.54

(2.54)

2連続 3.06
3.24

(3.24)
3.54

(3.54)
3.03

3.21
(3.20)

3.51
(3.51)

3.01
3.18

(3.15)
3.47

(3.47)
2.98

3.15
(3.11)

3.44
(3.44)

2.95
3.12

(3.07)
3.41

(3.41)

3連続 2.82
2.99

(2.99)
3.26

(3.26)
2.80

2.96
(2.96)

3.23
(3.23)

2.77
2.93

(2.93)
3.20

(3.20)
2.75

2.91
(2.91)

3.17
(3.17)

2.72
2.88

(2.88)
3.15

(3.15)
単純

（内法）
3.01

3.18
(3.18)

3.48
(3.48)

2.98
3.15

(3.15)
3.45

(3.45)
2.96

3.13
(3.13)

3.42
(3.42)

2.93
3.10

(3.10)
3.39

(3.39)
2.91

3.07
(3.07)

3.37
(3.37)

2連続 3.58
3.91

(3.67)
4.18

(4.18)
3.54

3.88
(3.62)

4.15
(4.15)

3.49
3.83

(3.58)
4.13

(4.13)
3.44

3.78
(3.53)

4.10
(4.10)

3.40
3.73

(3.49)
4.07

(4.07)

3連続 3.50
3.68

(3.68)
3.93

(3.93)
3.47

3.65
(3.65)

3.91
(3.91)

3.44
3.63

(3.63)
3.88

(3.88)
3.41

3.60
(3.60)

3.86
(3.86)

3.38
3.58

(3.58)
3.83

(3.83)

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６

QL99-50

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１
単純/連続 普通 不要

□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２
QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９

床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

注）床２時間は床１時間耐火を含む
特　　　記

支 保 工 有 無  その他：

□
焼抜き栓溶接

デッキプレート幅方向
ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

大梁上 大梁上

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

デッキプレートスパン方向

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw

Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）

板厚 １.０ １.２ １.６

7,350(SPW) 大梁Ｑa (Ｎ) 4,000 4,900
6,860(APW)

Ａw ＝（　　　　）mm （注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

■ＱＬ９９-５０

■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート

 □１８　　　■２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

 ■ 異 形 鉄 筋
■Ｄ１０-２００×２００

■焼抜き栓溶接

■ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

600

■認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]

 ■ 無    □ 有 
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特記事項

＊（　　）寸法は　FLからのﾚﾍﾞﾙとする。

＊特記無き土間ｺﾝｸﾘｰﾄは下記による

＊解放廊下の床ｽﾗﾌは0～30の水勾配とする

ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｔ150

砕石　ｔ100

＊既存とのEXP・J　部分の隙間は200とする

＊特記無きコンクリート壁は　W15　とする

立上り　FL+150

配筋　D10＠200　ﾀﾃﾖｺ共

＊特記無き地中梁天端ﾚﾍﾞﾙﾞは　１FL-280とする

＊一階床下に配管用ピット有り（別図参照）

基礎伏図

網掛け部分は既存建物を示す

X1

4）杭施工後に杭偏心量を調査し、再計算する。

C1

C4

C1

C4

C4

C1

C3 C3

C1

C1

C3

C1

C1

C2

C2 C1

C1

C2
C2

C2



EV
ｼｬﾌﾄ

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式

Ｎ Ｏ ．

・・

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

1/100（A1）・1/200（A3）
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　

1
,
1
4
0

1
,
1
4
0

Y3

Y2

2,350 4,650 5,850 2,350 4,6502,350 4,6505,850

38,550

X1 X5X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9 X10

5,850

Ｓ

5
,
2
4
0

1
,
1
4
0

1
,
1
4
0

Y3

Y2

2,350 4,650 5,850 2,350 4,6502,350 4,6505,850

38,550

X1 X5X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9 X10

5,850

30
0

b20 b20

b20

b20 b20

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y5

Y4

5,800 4,200 2,6002,950 6,5007,000 2,8502,800

X1 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3,500 2,900 2,900 2,100 2,100 3,250 3,250

32,100

b
2
5

b
2
5

1
,
8
0
0

3,500

3,850

b17 b17b17 b17b17

2
,
3
0
0

5
,
2
4
0

2
,
10
0

2
,
10
0

Y5

Y4

3,850 5,800 2,6002,950 6,5007,000 2,8502,800

X1 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3,500 3,500

32,100

3,500 700

2
,
3
0
0

2
,3
00

2
,3
00

T
2
0

T
2
0

S3S3 S3 S3S3S3S3 S3 S3 S3 S3

ｽﾗﾌﾞ先端
既存建物を示す
（柱形）

S3
EV

ｼｬﾌﾄ

S3

既存建物を示す
（壁）

S3 S3 S3 S3 S3

S3
EV

ｼｬﾌﾄ

b20

b20

2
G
35

2
G
35

2
G
2
5

2
G
2
5

2
G
2
5

2
G3
5

2G35 2G35

2G35 2G352G35 2G352G35

2G35

2
G
2
5

2G352G252G25

3
G
3
5

3G35

3G35

3
G
3
5

3G35

3
G
3
5

3G35 3G35 3G35

3
G
3
5

3G35

3
G
3
5

3G25

3
G
3
5

2G25

3G253G25

T
2
0

2
G
2
5

2
G
2
5

3
5
0

CG25

母屋　C-100x50x20x2.3
（野地板ｼﾞｮｲﾝﾄ箇所はﾀﾞﾌﾞﾙ）＠450

T
2
0

C
b2
5

C
b
2
5

C
b
2
5

C
b
2
5

2
G
3
5

2
G
35

2
G
3
5

b20 b20 b20

S3 S3S3 S3 S3
（壁）

既存建物を示す
（耐震壁）

既存建物を示す

吹抜け

b
2
5

CG25

1,150

b
2
0

母屋先端

S3

C
b
2
5

母屋先端

2G25

2G25 2G252G25

C
G
3
4

C
G
3
4

C
b
2
5

C
b2
5

C
b
25

C
b
2
5

C
b
2
5

S3

S3S3S3 CS3

S3

S3CS3

CS3 CS3

CS3

CS3

CS3

CS3CS3

6
0
0

（+130）

3
G
2
5

3G25 3G35

3
G
2
5

3G25 3G25

3
G
2
5

1
,
1
4
0

1
,
1
4
0

Y3

Y2

2,350 4,650 5,850 2,350 4,6502,350 4,6505,850

38,550

X1 X5X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9 X10

5,850

b20

b20 b20

5
,
2
4
0

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y5

Y4

3,850 5,800 2,6002,950 6,5007,000 2,8502,800

X1 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3,500 3,500

32,100

3,500 700

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

T
2
0

T
2
0

S3 S3 S3 S3 S3

S3

b20

C
G
3
4

Cb
2
5

C
b
25

C
b
2
5

C
b
2
5

S3

S3S3S3 CS3

S3

S3
CS3 CS3CS3

S3

CS3 CS3

CS3CS3

CG
3
4

屋根ﾌﾞﾚｰｽ
M16

（
屋

根
勾

配
）

特記事項

QL99-50　t1.2

＊特記無き梁天端ﾚﾍﾞﾙﾞは　FL-160　とする

＊特記無き床ｽﾗﾌは　ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄｔ130　とする

＊解放廊下の床ｽﾗﾌは0～30の水勾配とする

＊（　　）寸法は　FLからのﾚﾍﾞﾙ　とする。

＊特記無き梁ﾚｼﾞｮｲﾝﾄは　柱芯より　800　とする
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＊特記無き梁天端ﾚﾍﾞﾙﾞは　FL-160　とする

＊特記無き床ｽﾗﾌは　ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄｔ130　とする

＊解放廊下の床ｽﾗﾌは0～30の水勾配とする

＊（　　）寸法は　FLからのﾚﾍﾞﾙ　とする。

＊特記無き梁ﾚｼﾞｮｲﾝﾄは　柱芯より　800　とする
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＊既存とのEXP・J　部分の隙間は200とする
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ﾍﾞｰｽPL

3
4
0

340

BPL-25x340x340

4-24Φ

3
4
0

340

BPL-25x340x340

4-24Φ

3
6
0

360

BPL-32x360x360

4-30Φ

□－200ｘ200ｘ12

□－200ｘ200ｘ12

□－200ｘ200ｘ9

□－200ｘ200ｘ6

550ｘ550

D13@150 

5
5
0

550

16-D16

断
 
 面
  
形
  
状
 

550ｘ550

D13@150 

5
5
0

550

16-D16

550ｘ550

D13@150 

5
5
0

550

D13@150 

5
7
0

570

570ｘ570

16-D19

保護

コンクリート

帯　筋

主　筋

寸　法

8－D13 

□ーD13、2段

BxWxH＝550ｘ550ｘ250

8－D13 

□ーD13、2段

BxWxH＝550ｘ550ｘ250

8－D13 

□ーD13、2段

BxWxH＝550ｘ550ｘ250

8－D13 

□ーD13、2段

BxWxH＝570ｘ570ｘ250

全断面

Ｃ４

（ハイベースNEO ）

EB 200－4－24 EB 200－4－24
（ハイベースNEO ）

EB 200－4－24
（ハイベースNEO ） （ハイベースNEO ）

EB 200－4－30
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構造担当者　 構造設計一級建築士 第7927号

寸　法

断
  
面
 
 形
 
 状
 

寸　法

断
 
 
面
  
形
 
 状
 

寸　法

断
  
面
  
形
 
 状
 

寸　法

全断面 全断面

断
 
 面
 
 
形
  
状
 

符　号

大梁　リスト
＊特記無き材質は SN400B  とする

G35 G25

RG梁

H-350x175x7x11

2 G梁

3 G梁

4～5G梁

H-250ｘ125ｘ6ｘ9

CG34  

全断面全断面

H-350x175x7x11 H-250ｘ125ｘ6ｘ9

H-350x175x7x11 H-250ｘ125ｘ6ｘ9

H-350x175x7x11 H-250ｘ125ｘ6ｘ9

H-346ｘ174ｘ6ｘ9（ＳS400）

H-346ｘ174ｘ6ｘ9（ＳS400）

H-346ｘ174ｘ6ｘ9（ＳS400）

H-346ｘ174ｘ6ｘ9（ＳS400）

CG25  

H-250ｘ125ｘ6ｘ9

H-250ｘ125ｘ6ｘ9

H-250ｘ125ｘ6ｘ9

H-250ｘ125ｘ6ｘ9

□－200ｘ200ｘ12

□－200ｘ200ｘ12

□－200ｘ200ｘ9

□－200ｘ200ｘ6

全断面

Ｃ５

200

露出柱脚

4-27Φ(ABR490) ,L=810 

2
0
0
 

D13@100

意匠図

□ーD13＠150

8－D16

SN400B

SN400B

PL-9ｘ175ｘ290

2PL-9ｘ70ｘ290

断　面　寸　法
ウ　ェ　ブフ　ラ　ン　ジ

ﾎﾞﾙﾄ（片面） 添　板 ﾎﾞﾙﾄ（片面） 添　板

H-250x125x6x9

H-350x175x7x11
2ｘ2-M20 3x1-M20 2PL-6x260x170

3ｘ2-M16 PL-12x125x410 2x2-M16 2PL-6x170x290

梁符号

継手　リスト ＊特記なき継手位置（柱芯～継手位置）は柱芯より 800 とする

Ｇ35

8-D16

Ｇ25, CＧ25

Cｂ25

柱・梁リスト　（１） 23

16-D19

420
55,55 55,55

4
2
0

5
5
,5
5

5
5
,5
5

BPL-32x420ｘ420（SN490C)

7
2
0

720

720x720

全断面

P１

H-100x00x6x8（SS400）

取り合、GPL-9 ,2ーM16 

２PL-6 
上下の大梁にスチフナー

1/30（A1）・1/60（A3）

全断面

小梁　リスト ＊特記無き材質は　SS400　とする

H-250x125x6x9

仕口

寸法

断
 
面
 
形
 
状

各
 
階
 
共
 通

符　号

GPL-9　、2-M20

ｂ２５、ｃｂ２５

全断面

M20 

GPL-9　　1-M20 

全断面

H-200x100x5.5x8

全断面

GPL-9 , 2-M16

H-200x100x5.5x8

T２０

GPL-9 , 2-M20 

大梁天端より50下がり

全断面

GPL-9 , 2-M16

ｂ１７

H-175ｘ90ｘ5ｘ8

全断面

水平ブレースM16 水平ブレースM20 

M16

GPL-9　　1-M16 

（RG屋根面） （２G屋根面）

ｂ２０

全断面

（２G屋根面）

モヤ

C-100x50x20x2.3 ＠450

PL-6,　2-M12（中ボルト）

全断面

H-125x125x6.5x9

（RG屋根、EV用）

ｂ１２

GPL-9,　2-M16



デッキプレート高50

S６

全断面

2ーD13

5
0

H
1
0
0

B

FG3

400ｘ800

　3ーD22

　3ーD22

□ーD13@200□ーD13@150 

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式

Ｎ Ｏ ．

・・

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　
Ｓ

符　号

地中梁　リスト

断
 
面
 
形
 
状

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

BxH

備考

上　筋

下　筋

全断面

スラブ　リスト

符  号 床　厚(mm)
主筋方向（短辺方向） 配力筋方向（長辺方向）

550ｘ800

（4＋2）ーD25 

FG1

全断面 全断面

FG2

上　筋

下　筋

備　考

S４ 150

上　筋

下　筋

D10・D13（交互）＠200

全断面

D10・D13（交互）＠200

D10@200 

D13@200 

＊特記無き幅止め筋はD10@1000以下とする。

1,140

既存Y2 Y3 

900

▽
既
存

梁
面 ＥXＰ,Ｊ＝200

700

コンクリート山上80
デッキ高50

▽既存SL

既存躯体との接合部詳細図（１）

1,140

既存Y2 Y3 

コンクリート山上80
デッキ高50

▽既存SL

既存躯体との接合部詳細図（2）

▽
既

存
柱

面

ＥXＰ,Ｊ＝200

500

1,140

既存Y2 Y3 

コンクリート山上80
デッキ高50

▽既存SL

既存躯体との接合部詳細図（3）

ＥXＰ,Ｊ＝200

200

▽
耐
震

補
強

外
面

　4ーD25 

2ーD13

□ーD13@150 

5
0

H
1
0
0

B

2ーD13

5
0

H
1
0
0

B

450ｘ800

（3＋1）ーD25 

　3ーD25 

全断面

FG4

　（2＋1）ーD19 

300ｘ1250

　（2＋1）ーD19 

□ーD10@200

6ーD13

H

B1
0
0

50

全断面

2ーD13

5
0

H
1
0
0

□ーD13@200

FG5

400ｘ800

　（3＋1）ーD22

　（3＋1）ーD22

B

全断面

2ーD13

5
0

H
1
0
0

□ーD13@200

B

符　号

断
 
面
 
形
 
状

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

BxH

備考

全断面 全断面

＊特記無き幅止め筋はD10@1000以下とする。

5
0

1
0
0

5
0

1
0
0

地中小梁　リスト

FB1 FB2

□ーD10@200 

300ｘ500

H

B

□ーD10@200 

H

▽GL

X18 

Y5

2022 12 1 国補　市営住宅返目団地24-2号棟全面改善外建築工事 構造担当者　 構造設計一級建築士 第7927号

一級建築士大臣登録番号 第204059号 春原 記明 

FG6

450ｘ800

　（3＋2）ーD25

　（3＋1）ーD25

3ーD19 

3ーD19 

B

300ｘ750

3ーD22 

3ーD22 

2ーD13

梁フカシ

上　筋

下　筋
300

D16@200 

D16@200 

D16@200 

D16@200 
EVピット

上　筋

下　筋

D10@200 D10@200 
コンクリート厚80
鉄筋D10＠200x200 シングル

50＋80

150
D10・D13（交互）＠200 D10@200 

D13@200 D10＠200
ｃS４

ｃS５ 180 詳細図参照
D13・D16 （交互）@150 

外部階段

500500

 

梁主筋が重複する場合

Ｙ方向梁 鉄筋が上

Ｙ方向梁の鉄筋を上側に配筋する

主筋位置関係

Y4 

階段詳細図（1）

D10 

ス
ラ
ブ
厚
18
0

主筋D13・D16（ 交互）@150 

D13@300 
主筋定着40d

イナズマ筋D10@150 

CS5

柱・梁リスト　（2） 24

S３
ｃS３

5
0
0

150

D10@150 

2－D13 

ｃS１
S１

位　置

Ｈ＝91、ｔ＝0.8 屋根折板

D13@150 

1/30（A1）・1/60（A3）



2,300

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式

Ｎ Ｏ ．

・・

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　
1/50（A1）・1/100（A3）

Y2

柱芯

耐震補強外面
耐震補強外面

屋根先端

QL99-50

CN　ｔ110～160
配筋　

既存ﾍﾞｰｽ下 Y3 X13Y5 X11Y4 Y2 Y5Y3 Y4

屋根先端

D10@200（ﾀﾃﾖｺ共）

ｔ1.2

庇先端

床　ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
9

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
9

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

既存梁面

＊共通

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0x
1
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

柱脚　

Aﾎﾞﾙﾄ　4-φ24

BPL-25x340x340

EB200-4-24

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
9

露出柱脚　
(SN490C)

Aﾎﾞﾙﾄ　4-φ27 (ABR490)
L=810

PL-19

2-M20

H-175x90x5x8
GPL-9 2-M16

ロ
-
2
00

x
2
0
0
x
1
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
12

＊共通

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x9

既存柱面

＊共通

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

H-250x125x6x9

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

既存SL

EB200-4-24

柱脚　

BPL-25x340x340

Aﾎﾞﾙﾄ　4-φ24

EB200-4-24

柱脚　

BPL-25x340x340

Aﾎﾞﾙﾄ　4-φ24

EB200-4-24

柱脚　

BPL-25x340x340

Aﾎﾞﾙﾄ　4-φ24

EB200-4-24

柱脚　

BPL-25x340x340

Aﾎﾞﾙﾄ　4-φ24

△地中梁天端

既存SL

柱脚　

Aﾎﾞﾙﾄ　4-φ24

BPL-25x340x340

EB200-4-24
ﾊｲﾍﾞｰｽ（NEO）

△地中梁天端

△地中梁天端

PL-12

PL-19

母屋先端

△地中梁天端

△地中梁天端

既存梁面

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

ロ
-
2
0
0
x2

0
0
x
6

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

H-250x125x6x9

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x6

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
1
2

C
1

C
2

C1

2G35

b17

C
5 C1

3G35

C
1C
5

5G35

b20

C
1

b20

RG25

5G35 5G35

C
1

C
1

C
1C1C
2

C1C1

3G253G25

5G25 5G25

3G35

4G35

3G35

4G35

C
1

C
1 C
2 C
1

T20

2G25

C5 C
1

C3

C1

C
2

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

C5

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

C
1

3G25

2G35 2G25 2G25

母屋
C-100X50X20X2.3

@450

2G35

3G35 PL-12

母屋

C-100X50X20X2.3
@450

b20

＊共通

4G35

8
0
～

1
1
0

5
0

PL-16

2G35

5G25

RG35

b20

b20

b20

GPL-9 2-M16

H-200x100x5.5x8
H-200x100x5.5x8
GPL-9 2-M20

100

100

1,140 4,400

2,100190

1,440

740

100

740

100

1,140 4,400

2,300

800
1,
2
0
0

1
0
0

9
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
00

2
,
6
0
0

3
0
0

9
0
0

2
,
6
0
0

60
6
0

6
0

6
0

6
0

6
0

1
6
0

1
6
0

1
60

16
0

96
0

2
,
6
00

2
,6
0
0

2
,
6
0
0

3,
3
7
0

3
,
2
4
0

1
3
0

7,000+5,800

96
0

2
,
6
00

2
,6
0
0

2
,
6
0
0

3,
3
7
0

2
8
0

700 440700 440

800

3,500

▽水上（増築）

△水下（増築）

▽1FL（増築）

▽設計GL

▽2FL（増築）

▽3FL（増築）

▽4FL（増築）

▽5FL（増築）

△水下（増築）

▽水上（増築） ▽水上（増築）

△水下（増築）

▽3FL（増築）

▽1FL（増築）

▽設計GL

1,150

▽2FL（増築）

1
6
0

1
60

1
30 5
0

200

5
0

28
0

300

350

200

2
8
0

1
,
08

0

5
0

1
,
08

0

5
0

500

▽1SL

▽設計GL

△水下

▽5SL

▽4SL

▽2SL

▽水上

1
3
0

1
3
0

500

200

300

1,150 1,150 1,050 1,050 屋根ﾌﾞﾚｰｽ　M20
2-M20GPL-9

800 1,150 1,150

屋根ﾌﾞﾚｰｽ　M20
GPL-9 2-M20

H-350x175x7x11

SN400B2G35

F

W

PL-9x175x290

2PL-9x70x290

2PL-6x260x1703x1-M20

2x2-M20HTB

HTB

H-350x175x7x11

SN400B2G35

F

W

PL-9x175x290

2PL-9x70x290

2PL-6x260x1703x1-M20

2x2-M20HTB

HTB

屋根ﾌﾞﾚｰｽ　M16

GPL-9 2-M16

H-350x175x7x11

SN400B2G35

F

W 3x1-M20

2x2-M20HTB

HTB

SN400B

H-250x125x6x9

F

W

HTB

HTB

3x2-M16

2x2-M16

PL-12x125x410

2PL-6x170x290

PL-9x175x290

2PL-9x70x290

2PL-6x260x170

SN400B

H-250x125x6x9

F

W

HTB

HTB

3x2-M16

2x2-M16

PL-12x125x410

2PL-6x170x290

2G25 2G25

SN400B

H-250x125x6x9

F

W

HTB

HTB

3x2-M16

2x2-M16

PL-12x125x410

2PL-6x170x290

4G25SN400B

F

W 3x1-M20

2x2-M20HTB

HTB

PL-9x175x290

2PL-9x70x290

2PL-6x260x170

4G35

SN400B

H-250x125x6x9

F

W

HTB

HTB

3x2-M16

2x2-M16

PL-12x125x410

2PL-6x170x290

RG25SN400B

H-250x125x6x9

F

W

HTB

HTB

3x2-M16

2x2-M16

PL-12x125x410

2PL-6x170x290

RG25

b20

C1
ロ

-
2
0
0
x
2
0
0
x
9

ロ
-
2
0
0x

2
0
0
x
9

C
1

ロ
-
2
0
0
x
2
0
0
x
6

C
2

4G25

SN400B

H-250x125x6x9

F

W

HTB

HTB

3x2-M16

2x2-M16

PL-12x125x410

2PL-6x170x290

RG25

H-350x175x7x11

SN400B

F

W 3x1-M20
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・特記なし通しﾌﾟﾚｰﾄ厚は
取付け梁ﾌﾗﾝｼﾞの2ｻｲｽﾞUP（SN490C)とする

取付け梁ﾌﾗﾝｼﾞの1ｻｲｽﾞUP（SN490B)とする

・特記なし内ﾀﾞｲﾔﾟﾚｰﾄ厚は

共通事項
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剛接合部詳細

柱ｼﾞｮｲﾝﾄ位置
＊共通
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X15 通リラーメン図 Y4  通リラーメン図 X11 通リラーメン図
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構造担当者　 構造設計一級建築士 第7927号 S

BPL-32x420x420

C-100x50x20x2.3（キャンバー、共通）

▽5FL（増築）

▽4FL（増築）

1
6
0

1
6
0

・特記なしﾎﾞﾙﾄは　HTB　　とする

柱の有効細長比λ（200以下を確認）
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〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

1/100（A1）・1/200（A3）
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梁貫通孔　共通事項

１）有孔梁補強材は認定品を用いる。

2）貫通位置は認定条件に従う。
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